
第３回 定例会のあらまし
平成22年第3回定例会が、8月26日から9月17日ま
での23日間の日程で開かれました。
この定例会では、補正予算、条例の一部改正、平
成21年度決算など市長提出議案37件（継続審査1件含
む）、議員提出議案7件（意見書・決議6件）を審議し、
条例・補正予算などの議案に対する討論（賛成＝民主
党、自民党、反対＝共産党）と決算議案に対する討論
（賛成＝自民党、市民ネット、公明党、民主党、新政
ちば、反対＝共産党）が行われ、千葉市廃棄物の適正
処理及び再利用等に関する条例の一部改正など15件
については、賛成多数により、平成22年度千葉市一
般会計補正予算など28件については、全会一致によ
り、原案どおり可決・同意・認定しました。
一方、千葉市子どもの権利条例制定検討委員会設
置条例の制定については、賛成少数により、否決し
ました。
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可決した主な議案

市税の税率や減免申請について改正
市たばこ税の税率を改定したほか、市税

の減免申請の期限を延長するなどの改正を
行いました。

一般会計予算に15億900万円を追加
補正予算の主なものは次のとおりです。

・小規模福祉施設へスプリンクラー設置費
　を補助

・縄文の森の整備（用地の買収）
・電線共同溝の整備
・生活保護受給者への就労サポート
・児童養護施設などへ子ども手当相当額
　を助成

土砂の埋め立てなどへの規制を強化
許可が必要な面積要件の見直しなど規制

を強化するとともに、事業者や土地所有者
の責務を強化しました。また、命令に違反
した場合の罰則を追加したほか、違反事実
などを公表することとしました。

※１　早 期 健 全 化 基 準　この基準を超えると、「早期健全化団体」となり、自主的な取り組みにより財政の健全化を
　　　　　　　　　　　　図ることになります。
※２　連結実質赤字比率　収入に対する、すべての会計を対象とした実質赤字額などの割合。
※３　実 質 公 債 費 比 率　収入に対する１年間で支払った借金返済額などの割合。数値が高いほど、財政の弾力性が
　　　　　　　　　　　　低下していることを示します。
※４　将 来 負 担 比 率　収入に対する将来市が負担する借金などの割合。数値が高いほど、将来、財政を圧迫する
　　　　　　　　　　　　可能性が高いことを示します。

平成21年度歳入歳出決算を認定

平成21年度決算は、歳入面では、市税収入が減収となったものの、国庫支出金や諸収入が増収とな
りました。 

また、歳出面では、投資的経費が減少したものの、定額給付金給付事業費や中小企業資金融資預託
貸付金が増加したことなどにより、歳入歳出の決算総額は、前年度に比較して大幅な増加となりました。

なお、実質収支額は、7億1,826万円を確保しましたが、市債管理基金からの借り入れを行うなど、引
き続き大変厳しい財政状況となりました。

一般会計決算の概要

平成21年度決算における健全化判断比率は、いずれも早
※ 1

期健全化基準を下回っています。し
かし、連

※ 2

結実質赤字比率が平成19年度決算からの算定開始以来初めて発生し、また、実
※ 3

質公債
費比率と将

※ 4

来負担比率は、依然として高い水準にあります。

財政の健全化判断比率

区 分 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
平成 21 年度 ― 0.44 21.1 306.4
平成 20 年度 ― ― 20.1 309.6

早期健全化基準 11.25 16.25 25.0 400.0
（注）実質赤字比率は、実質赤字額がないため、「－」を記載。

歳 入
3,530億
8,640万円 市税（48.8%）

1,723億7,164万円
市債（12.2％）
429億7,530万円

国庫支出金（14.9％）
527億6,041万円

諸収入（9.6％）
337億1,489万円

地方消費税
交付金（2.6％）
90億1,946万円

使用料及び手数料（2.3％）
81億816万円

その他（7.3％）
260億4,415万円 民生費（26.9％）

945億7,413万円歳 出
3,518億
4,389万円

土木費（14.0％）
492億9,297万円

公債費（15.8％）
556億442万円

総務費（13.3％）
469億4,919万円

教育費（8.4％）
294億4,221万円

衛生費（8.6％）
303億1,763万円

商工費（8.6％）
303億5,657万円

消防費（3.2％）
114億2,239万円

その他（1.2％）
38億8,438万円

（ 単位：％）

新港学校給食センターの供用を開始
中央区、稲毛区、若葉区、美浜区の中

学校のうち20校を対象に学校給食の調理・
配送を行う新港学校給食センターの供用を
開始しました。

ごみ排出ルール違反への指導を強化

　第 65 回国民体育大会「ゆめ半島千葉国体」、第 10 回全国障害者スポーツ大会「ゆめ
半島千葉大会」がそれぞれ開催されました。どの会場でもたくさんの観客が応援する中、
選手たちが力と技を競い合い、熱気に包まれました。

ごみの分別・排出ルールを守らない市民
や事業者に改善するよう勧告・命令を行い、
それでも守らないときは罰則を適用するこ
ととしました。また、ごみステーションに
排出された資源物などの持ち去りを禁止し
ました。

繰入金（2.3％）
80億9,239万円
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一般質問
９月10日から９月16日まで

19人の議員が、市政に関する
一般質問を行いました。主な質
問項目は次のとおりです。内容
は市議会ホームページの議会中
継（録画放映）をご覧ください。

●高齢者の安否確認と行旅死亡
人並びに戸籍整理手続及び住
民票の職権消除について

●特別養護老人ホームの整備に
ついて

●住宅リフォームの助成制度に
ついて

●印刷物のユニバーサルデザイ
ン化について

●志ある若者をふやす政策につ
いて

●緑区平川町の産業廃棄物につ
いて

●ジェンダーフリー教育について
●補助金の見直しについて
●精神障害者の社会的自立への

支援について
●子どもが学ぶ環境について
●高速バスについて
●在宅で介護している家族への

支援について
●自治会と管理組合について
●熱中症対策について
●千葉市の花「オオガハス」につ

いて
●子ども・若者の非行・虐待・

就労への支援について
●学校区を単位とした地域課題

への対応について
●コンビニでの住民票交付につ

いて
●防災対策について

９
月
２
日
（
自
由
民
主
党
千
葉
市
議
会
議
員
団
・
民
主
党
千

葉
市
議
会
議
員
団
）、
３
日（
公
明
党
千
葉
市
議
会
議
員
団
・
日

本
共
産
党
千
葉
市
議
会
議
員
団
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）、
６

日（
新
政
ち
ば
）の
３
日
間
に
わ
た
り
、
６
会
派
の
代
表
が
平
成

21
年
度
決
算
議
案
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
決
算
は
、
実
質
収

支
額
が
７
億
２
千
万
円
と
極
め

て
少
額
で
、
厳
し
い
決
算
で
あ
っ
た

が
、
今
回
の
決
算
の
特
徴
と
そ
の
結
果

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る

の
か
。平

成
21
年
度
は
国
の
定
額
給
付

金
事
業
の
実
施
や
中
小
企
業
資

金
融
資
預
託
貸
付
金
の
増
額
に
よ
り
、

歳
入
歳
出
規
模
が
と
も
に
前
年
度
比

９
・
２
％
の
増
と
な
る
一
方
、
景
気
低
迷

の
影
響
に
よ
り
市
税
収
入
が
５
年
ぶ
り

に
58
億
円
を
超
え
る
大
幅
な
減
収
と
な

り
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
り
出
し
を
一
部
取
り
や
め
る
こ
と

で
一
般
会
計
の
赤
字
を
回
避
し
た
も
の

の
、
か
つ
て
な
い
極
め
て
厳
し
い
決
算

で
あ
っ
た
。
今
後
は
財
政
健
全
化
プ
ラ

ン
の
取
組
項
目
を
着
実
に
推
進
す
る
ほ

か
新
た
な
項
目
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
、

財
政
健
全
化
の
早
期
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

市
が
支
出
す
る
補
助
金
の
適
正

化
を
図
る
た
め
、
市
民
か
ら
募

集
し
た
意
見
を
参
考
に
外
部
評
価
員

に
よ
る
評
価
を
行
っ
た
が
、
市
民
の

意
見
や
外
部
評
価
員
の
評
価
結
果
は

ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
、

そ
の
評
価
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
の
か
。

市
民
か
ら
は
、
公
益
性
が
あ
り

補
助
金
を
拡
充
・
現
状
維
持
す

べ
き
も
の
、
受
益
者
負
担
か
ら
廃
止
を

求
め
る
意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
外
部

評
価
員
か
ら
は
、
補
助
の
必
要
性
や
妥

当
性
が
乏
し
く
廃
止
や
縮
小
が
望
ま
し

い
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。
今
後
、
補

助
金
の
適
正
化
を
行
う
た
め
の
参
考
と

し
、
見
直
し
の
必
要
が
認
め
ら
れ
る
補

助
金
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
も
の
か
ら

来
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

幕
張
新
都
心
の
拡
大
地
区
に
つ

い
て
は
長
引
く
景
気
低
迷
や
社

会
経
済
状
況
の
変
化
を
受
け
て
、
企
業

誘
致
が
進
ま
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
土
地
が

空
き
地
に
な
っ
て
い
る
。
先
般
、
千
葉

県
と
共
同
で
「
早
期
土
地
活
用
に
係
る

基
本
方
針
」
を
策
定
し
た
が
、
今
後
、

千
葉
市
は
幕
張
新
都
心
の
活
性
化
に
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

従
来
は
県
の
策
定
し
た
内
容
を

も
と
に
、
本
市
が
都
市
計
画
手

続
き
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
協
力
し
て

事
業
を
進
め
て
き
た
が
、
今
回
、
県
・

市
共
同
で
策
定
し
た
基
本
方
針
を
ひ
と

つ
の
転
機
と
し
、
本
市
も
賑
わ
い
づ
く

り
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
に
関
わ
り
、

県
と
の
連
携
の
も
と
、
幕
張
新
都
心
の

活
性
化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

新
基
本
計
画
は
本
市
の
10
年
後

の
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
が
、
少
子
高
齢
化
が
一
層
進

行
す
る
と
予
測
さ
れ
る
社
会
に
あ
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
都
市
像
を
描
き
、
本
市
の

魅
力
を
ど
う
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
の
か
。

計
画
原
案
で
は
重
点
的
に
実
現

す
べ
き
ま
ち
の
個
性
と
し
て
「
未

来
を
つ
く
る
人
材
が
育
つ
ま
ち
」「
み
ん

な
の
力
で
支
え
あ
う
ま
ち
」「
訪
れ
て
み

た
い
・
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
」
の
３
つ
を

定
め
て
い
る
。

　

今
後
、
こ
う
し
た
ま
ち
を
実
現
す
る
こ

と
に
よ
り
、
全
国
的
な
人
口
減
少
社
会
に

あ
っ
て
も
、
若
い
世
代
を
は
じ
め
多
く
の

方
々
に
本
市
を
住
み
続
け
る
場
所
と
し

て
選
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

高
齢
者
の
安
否
確
認
お
よ
び
戸

籍
や
住
民
基
本
台
帳
記
録
の
問

題
が
全
国
各
地
で
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
高
齢
者
の
み
の
世

帯
・
独
居
高
齢
者
へ
の
安
否
確
認
、
生

活
支
援
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

実
施
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の

課
題
は
何
か
。

現
在
、
自
宅
へ
食
事
を
届
け
る

配
食
サ
ー
ビ
ス
や
安
心
電
話
な

ど
に
よ
り
安
否
確
認
を
行
う
ほ
か
、
あ

ん
し
ん
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、

介
護
予
防
や
高
齢
者
の
総
合
相
談
、
権

利
擁
護
の
生
活
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
幸
町
団
地
で
は
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
含
め
た
見
守
り
活
動
の
モ
デ

ル
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
は
、
こ
う
し
た
近
隣
同

士
の
助
け
合
い
の
関
係
を
市
内
す
べ

て
の
地
域
で
築
い
て
い
く
こ
と
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

待
機
児
童
解
消
の
取
り
組
み
と

し
て
幼
稚
園
の
活
用
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　

待
機
児
童
対
策
と
幼
稚
園
の
経
営
安

定
の
た
め
、
幼
稚
園
で
の
預
か
り
保
育

の
拡
大
、
保
育
園
の
併
設
を
進
め
る
な

ど
、
幼
保
一
体
化
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
取
り
組
み
方
針
は
。

幼
稚
園
を
活
用
し
た
施
策
と
し

て
、
本
年
５
月
か
ら
、
市
内
10

か
所
の
幼
稚
園
に
お
い
て
、
長
時
間
の

預
か
り
保
育
を
開
始
し
て
お
り
、
保
育

所
待
機
児
童
対
策
と
し
て
一
定
の
効
果

を
上
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
来
年
度
か
ら
は
幼
稚
園
の
空

き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
保
育
所
の
整

備
を
予
定
し
て
お
り
、
長
年
培
わ
れ
た

地
域
と
の
繋
が
り
や
幼
児
教
育
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
か
し
た
幼
稚
園
と
保
育
所
の

共
同
保
育
の
新
た
な
取
り
組
み
が
展
開

で
き
る
と
期
待
し
て
い
る
。

民
主
党

千
葉
市
議
会
議
員
団

新
基
本
計
画
に
お
け
る

新
た
な
都
市
像
と
は

問答高
齢
者
世
帯
へ
の支援

対
策
に
つ
い
て

問

答幼
保
一
体
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問

答

活
力
あ
る
地
域
経
済
の
発
展
は

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
各
都
市

が
様
々
な
手
法
で
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
本
市
で
も
地
域
経
済
の
活
性

化
に
向
け
た
強
力
な
施
策
展
開
を
望
む

が
、こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、

新
た
に
ど
の
よ
う
な
施
策
展
開
を
図
ろ

う
と
し
て
い
る
の
か
。

新
事
業
の
創
出
に
よ
る
市
内
開

業
率
の
向
上
を
目
指
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
セ
ン
タ
ー
や
千
葉
大
亥
鼻
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
で
の
企
業
支
援

に
加
え
、
今
年
度
は
、
全
米
屈
指
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
開
業
率
を
誇
る
ヒ
ュ
ー
ス
ト

ン
市
と
の
経
済
交
流
実
現
に
向
け
着
手

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
、
市
内
中
小
企
業
の
海
外
と
の

技
術
交
流
や
海
外
か
ら
の
企
業
誘
致
な

ど
を
目
的
と
し
、
姉
妹
・
友
好
都
市
と

親
善
の
枠
組
み
を
超
え
た
経
済
分
野
で

の
交
流
を
活
発
に
進
め
て
い
く
。

子
宮
頸け
い

が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
公
費

助
成
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大

臣
が
来
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
予
算

要
求
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
が
、

見
解
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

ま
た
、
細
菌
性
髄ず
い
ま
く膜
炎
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
公
費
助
成

に
踏
み
出
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

子
宮
頸
が
ん
が
若
い
年
齢
層
で

増
加
し
て
い
る
中
、
本
市
も
国

に
対
し
公
費
助
成
を
要
望
し
て
き
た
こ

と
か
ら
、
大
き
な
前
進
で
あ
る
と
受
け

止
め
て
い
る
。
今
後
は
国
の
動
向
を
踏

ま
え
、
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
細
菌
性
髄
膜
炎
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
国
で
予
防

接
種
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
に
向
け
て

議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
市
民
な
ど
か
ら

任
意
接
種
へ
の
助
成
の
要
望
が
あ
り
、

他
市
の
状
況
を
踏
ま
え
て
助
成
制
度
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

年
々
、
若
者
の
ニ
ー
ト
・
引
き

こ
も
り
の
問
題
が
深
刻
さ
を
増

し
て
い
る
。
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
子

ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
」
な
ど

を
受
け
、
市
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
。

同
法
で
は
困
難
を
抱
え
る
子
ど

も
や
若
者
に
対
し
、
効
果
的
な

支
援
を
行
う
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
を
目
的
と
し
た
「
地
域
協
議
会
」
や
、

情
報
提
供
・
助
言
な
ど
を
行
う
拠
点
と

し
て
の
「
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
設

置
な
ど
が
努
力
義
務
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
機
関
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

教
育
・
福
祉
・
保
健
・
医
療
な
ど
関
係

機
関
と
検
討
を
進
め
て
お
り
、
今
後
、

早
期
設
置
に
向
け
て
調
整
し
て
い
く
。

公
明
党

千
葉
市
議
会
議
員
団

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て

問

答予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の公費

助
成
を

問答

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

問答

平
成
21
年
度
決
算
に
お
い
て
、

全
会
計
の
市
債
発
行
額
は
約

１
２
７
４
億
円
と
、
前
年
度
に
比
べ
約

１
５
５
億
円
、
13
・
８
％
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
。
市
長
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
、

借
金
の
残
高
を
１
兆
円
以
下
に
す
る
道

筋
を
つ
け
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
が
、

今
後
、
市
債
残
高
を
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

市
債
の
発
行
は
極
力
抑
制
し
、

残
高
を
減
ら
す
べ
き
と
考
え
て

お
り
、
新
た
な
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
で

は
、
建
設
事
業
債
な
ど
の
残
高
を
、
４

年
間
で
８
０
０
億
円
以
上
圧
縮
す
る
こ
と

を
目
標
に
、最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
。

お
年
寄
り
や
障
害
の
あ
る
方
な

ど
が
、
自
分
た
ち
の
出
番
と
居

場
所
を
見
つ
け
、
生
き
が
い
を
持
っ
て

働
く
こ
と
で
、
活
気
に
あ
ふ
れ
住
民
満

足
度
の
高
い
ま
ち
が
実
現
す
る
。
こ
の

よ
う
に
地
域
で
誰
も
が
生
き
が
い
を
得

ら
れ
、
活
躍
で
き
る
場
所
を
作
る
こ
と

が
「
新
し
い
公
共
」
の
考
え
方
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
「
新
し
い
公
共
」
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
、
そ
の
具
体

的
な
進
め
方
と
課
題
は
。

市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
団
体
、

事
業
者
な
ど
と
市
が
目
的
を
共

有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
て
連

携
・
協
力
し
合
い
な
が
ら
「
み
ん
な
の

力
で
支
え
あ
う
ま
ち
」
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

　

そ
れ
に
は
、
新
た
な
活
動
の
担
い
手

の
育
成
や
活
動
を
継
続
で
き
る
環
境
づ

く
り
な
ど
が
課
題
で
あ
り
、
情
報
の
提

供
方
法
の
工
夫
、
活
動
拠
点
と
な
る
場

所
の
拡
充
、
財
政
的
な
支
援
な
ど
を
検

討
し
て
い
く
。

現
在
、
環
境
問
題
を
は
じ
め
商

店
街
の
空
き
店
舗
の
増
加
な
ど

地
域
に
お
け
る
様
々
な
社
会
的
な
課
題

が
あ
る
。

　

そ
れ
ら
の
課
題
を
事
業
と
し
て
解
決

す
る
社
会
起
業
家
を
育
て
る
た
め
、
日

本
全
国
か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
募
集
し
、
優
秀
な

プ
ラ
ン
を
表
彰
す
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
カ
ッ
プ
」
の
創
設
を
提
案
す
る

が
ど
う
か
。

産
業
振
興
財
団
で
は
創
業
を
志

す
方
や
新
分
野
に
進
出
し
た
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
の
登
竜
門
と
し
て
、
広

く
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
募
集
し
、
優
秀

な
プ
ラ
ン
を
表
彰
す
る「
ベ
ン
チ
ャ
ー
・

カ
ッ
プ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ
」
を
実
施
し
て
い

る
。

　

プ
ラ
ン
の
中
に
は
社
会
的
課
題
の
解

決
に
繋
が
る
も
の
も
多
く
、
今
後
、
社

会
貢
献
型
プ
ラ
ン
に
特
化
し
た
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
賞
を
新
設
し
、
よ
り

多
く
の
企
業
が
市
内
で
創
業
で
き
る
よ

う
推
進
し
て
い
く
。

新
政
ち
ば

今
後
の
市
債
残
高
に
つ
い
て

問答

答ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
カ
ッ
プ

創
設
を

問

答

「
新
し
い
公
共
」
に
つ
い
て

問
７
月
に
開
催
さ
れ
た
「
平
和
を

願
う
市
民
の
集
い
」
で
は
、
広

島
市
長
の
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
た
。
市
長
も
出
席
し
た
が
、
都
市

が
平
和
へ
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
の

意
義
を
ど
う
考
え
、
こ
れ
か
ら
の
取
り

組
み
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
。

市
民
に
最
も
身
近
な
都
市
が
、

そ
し
て
世
界
中
の
都
市
が
国
家

の
枠
を
超
え
て
連
帯
し
活
動
す
る
こ
と

に
大
き
な
意
義
が
あ
り
、
核
兵
器
の
な

い
平
和
な
世
界
に
つ
な
が
る
と
の
思
い

を
新
た
に
し
た
。

　

世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
を
目
指

し
、
引
き
続
き
、
七
夕
空
襲
を
中
心
と

し
た
本
市
の
戦
災
体
験
の
伝
承
な
ど
各

種
施
策
の
充
実
に
努
め
、
さ
ら
に
平
和

市
長
会
議
を
通
じ
た
都
市
間
の
連
携
の

強
化
な
ど
、
具
体
的
に
行
動
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

市
民
自
治
推
進
部
と
い
う
組
織

が
新
設
さ
れ
、「
千
葉
市
市
民

参
加
及
び
協
働
に
関
す
る
条
例
」
の
見

直
し
な
ど
、
さ
ら
な
る
市
民
と
の
協
働

の
充
実
を
期
待
し
て
い
る
。

　

本
市
に
お
け
る
市
民
と
の
協
働
の
不

十
分
さ
に
速
や
か
に
対
応
す
る
た
め
、

中
央
区
や
緑
区
で
先
行
的
に
始
ま
っ
た

事
業
提
案
を
全
市
的
に
進
め
て
い
く
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、今
後
の
方
向
性
は
。

様
々
な
形
で
、
市
と
市
民
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
と
の
協
働
を
進
め
て
い
く
に

は
、
協
働
提
案
事
業
は
有
効
な
手
段
の

一
つ
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
す
で
に
制
度
を
実
施
し
て

い
る
団
体
で
の
状
況
を
踏
ま
え
、
導

入
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
っ

て
い
く
。本

市
は
自
転
車
関
連
事
故
の
割

合
が
県
内
で
高
め
と
の
調
査
結

果
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
対
策
が
必
要
で

あ
る
。

　

他
市
で
は
、
自
転
車
の
安
全
利
用

と
促
進
を
進
め
る
た
め
の
条
例
を
制

定
し
、
自
転
車
利
用
者
へ
自
転
車
の

整
備
や
保
険
加
入
を
求
め
た
り
、
道

路
の
新
設
、
拡
幅
な
ど
の
際
に
十
分

な
自
転
車
走
行
路
の
確
保
な
ど
を
定

め
て
い
る
が
、
本
市
で
も
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
自

転
車
の
安
全
利
用
に
関
す
る

ル
ー
ル
が
道
路
交
通
法
で
規
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
条
例
の

制
定
の
必
要
性
を
含
め
、
他
市
な
ど

の
状
況
を
踏
ま
え
、
調
査
・
研
究
し

て
い
く
。

　

ま
た
、
走
行
ル
ー
ル
の
遵
守
を
交
通

安
全
教
室
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
呼
び
か

け
る
な
ど
、
交
通
安
全
啓
発
活
動
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

平
和
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問答

答自
転
車
の
安
全
利
用促進

に
つ
い
て

問

答

市
民
と
の
協
働
の
方
向
性
に
つ
い
て

問
市
内
で
倒
産
廃
業
が
相
次
ぐ

中
、
地
域
経
済
の
活
性
化
は

待
っ
た
な
し
の
課
題
で
あ
る
。

　

保
育
所
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
整
備
な
ど
の
福
祉
型
公
共
事
業
の

実
施
で
地
元
業
者
に
仕
事
が
回
り
、

保
育
所
な
ど
の
待
機
者
も
解
消
で
き

る
。
そ
の
上
、
子
育
て
し
な
が
ら
働

く
人
が
増
え
れ
ば
千
葉
市
に
税
金
を

納
め
る
市
民
が
増
え
る
。
財
政
危
機

だ
け
を
強
調
せ
ず
に
、
市
民
の
願
い

で
あ
る
福
祉
型
公
共
事
業
に
先
行
投

資
す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

地
元
業
者
の
育
成
や
市
内
雇
用

の
確
保
な
ど
の
観
点
か
ら
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
や
小
・
中

学
校
の
耐
震
化
な
ど
地
域
経
済
の
活
性

化
に
資
す
る
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、

公
共
事
業
予
算
全
体
の
中
で
重
点
的
に

配
分
し
て
い
く
。

テ
レ
ビ
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

完
全
移
行
を
前
に
、
こ
の
ま
ま

で
は
テ
レ
ビ
難
民
が
大
量
に
生
み
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
無
償
チ
ュ
ー
ナ
ー
は

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
も
配
布
さ
れ
る

よ
う
だ
が
、
低
年
金
の
高
齢
者
世
帯
に

も
広
げ
る
よ
う
国
に
求
め
て
は
ど
う
か
。

総
務
省
で
は
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
や
ア
ン
テ
ナ
の
支
援
対
象

世
帯
を
拡
充
し
、
国
民
が
等
し
く
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
で
き
る
よ
う
万

全
の
体
制
を
整
備
す
る
と
し
て
お
り
、

そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
円
滑
な

移
行
を
促
進
す
る
た
め
、
国
の
実
施

す
る
支
援
策
の
周
知
も
含
め
、
引
き

続
き
、
市
政
だ
よ
り
な
ど
を
活
用
し
、

周
知
に
努
め
て
い
く
。

中
学
校
夜
間
学
級
は
全
国
に
36

校
、
県
内
で
は
市
川
市
に
１
校

あ
る
の
み
で
、
本
市
か
ら
も
生
徒
が

通
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

市
内
に
未
就
学
者
は
何
人
い
る
と
想

定
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
本
市
が
中
学

校
夜
間
学
級
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
市

内
は
も
ち
ろ
ん
周
辺
自
治
体
か
ら
も
潜

在
的
な
希
望
者
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

平
成
12
年
の
国
勢
調
査
で
は
、

15
歳
以
上
の
義
務
教
育
未
修
了

者
は
市
内
に
６
１
９
人
い
る
と
さ
れ
て

お
り
、こ
れ
を
参
考
数
値
と
し
て
い
る
。

　

中
学
校
夜
間
学
級
を
本
市
が
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
周
辺
自
治
体
へ
の

影
響
が
あ
る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら

れ
る
が
、
現
段
階
で
は
、
二
部
学
級
と

し
て
の
夜
間
学
級
の
設
置
は
考
え
て

い
な
い
。

福
祉
型
公
共
事
業
へ
の先行

投
資
を

問答

答

中
学
校
夜
間
学
級
の
設
置
を

問答

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

完
全
移
行
へ
の
対
応
を

問

21 年度の「ベンチャー・カップ CHIBA」 色分けした自転車専用通行帯（中央区千葉港）

総務省の地上デジタル放送関連パンフレット

代
表
質
疑
か
ら

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

日
本
共
産
党

千
葉
市
議
会
議
員
団

拡大地区

自
由
民
主
党

千
葉
市
議
会
議
員
団

平
成
21
年
度
決
算
の
特
徴
と

評
価
に
つ
い
て

問答

補
助
金
の
適
正
化
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

問答幕
張
新
都
心
拡
大
地
区
に
つ
い
て

問

答

千葉大亥鼻イノベーションプラザ内のベンチャー企業

幕張新都心拡大地区幼稚園の長時間預かり保育
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この市議会だよりは100％再生紙を使用しています

ちば市議会だより

　

よ
り
よ
い
紙
面
作
り
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傍聴のご案内
本会議、常任委員会、特別委
員会は原則公開していますの
で、どなたでも傍聴できます。
傍聴は、会議の当日、議会棟1階
で受け付けます。
第３回定例会では357人の
方々が傍聴に訪れました。

次の第４回定例会は11月29日
（月）に開会する予定です。

常任委員会

委員会審査・調査から 決算審査特別委員会

市長に要望した指摘要望事項

可決した意見書・決議

８月31日に開かれ、市長提出議案15件、議
員提出議案１件、請願６件、陳情２件を審査し
ました。
その結果、すべての市長提出議案は可決とな
り、議員提出議案は否決となりました。

平成21年度一般会計および特別会計決算
議案19件を審査するため、９月６日に全議
員で構成する決算審査特別委員会（２分科会）
を設置し、計５日間にわたり審査しました。
９月16日の決算審査特別委員会では、２
分科会の審査概要について報告が行われた
後、６人の委員が会派を代表して意見表明を
行い、採決の結果、各会計決算を原案どおり
認定しました。

●真に必要とされる公共投資の推進による景気対策を求める意見書
●脳脊髄液減少症の医療推進に関する意見書
●地上デジタルテレビ放送の完全実施に向けて円滑な移行策を求める意見書
●子宮頸がんの予防措置実施の推進を求める意見書
●国営かんがい排水事業「北総中央地区」の平成25年度事業完成等を求める意見書
●東京大学「緑地植物実験所」の本市での存続を求める決議

採
択
送
付

請願・陳情の結果
保健消防委員会
●細菌性髄膜炎ワクチン接種の公費助成を求
める請願
●ことぶき大学校存続に関する請願
●任意接種に対する公費助成制度の創設を求
める請願

教育未来委員会
●子ども医療費助成制度にかかる通院医療費
の助成拡大を求める請願

保健消防委員会
●子宮頸がん予防ワクチン接種の公費助成を
求める請願

教育未来委員会
●子どもの通院医療費を、県と同様に小学校
３年生まで無料にすることを求める請願
●花見川区にもう一つ図書館をつくることに
関する陳情

都市建設委員会
●市民の安心・企業の繁栄を考慮し市財政に潤
いをもたらす為の研究をすることを求める陳情

議会運営委員会
●議会運営委員会及び予算・決算特別委員会
（分科会）の傍聴許可等に関する陳情
●千葉市議会の請願・陳情制度についての陳情

不
採
択

委員長　布施 貴良　　副委員長　川村 博章

１　財政については、財政指標が示すとおり、
極めて厳しい財政状況にあることから、創
意工夫による新たな財源の確保に努められ
たい。
　　また、市税については、依然として不納
欠損額が高額で推移していることから、引
き続きその削減に努めるとともに、課税客
体の実態を把握し、徴収率の向上に努めら
れたい。
２　町内自治会については、自主防災組織の
結成率向上に資するなど、市政運営や地域
コミュニティーの形成において重要な役割
を担っていることから、新規転入者への積
極的なＰＲによる加入促進に努めるととも
に、区役所との緊密な連携のもと支援体制
を強化することにより、さらなる育成に取
り組まれたい。
３　高齢者福祉については、今後も急速な高
齢者の増加が見込まれることから、学校跡
地の活用や増床などによる高齢者施設の確
保を図り、入所待機者の解消に努めるとと
もに、生きがいづくりや介護予防の取り組
みを一層推進されたい。
４　児童相談所については、児童虐待が深刻
化し、殊に心理的虐待が増加している現状
にかんがみ、各区保健福祉センターおよび
学校現場とのさらなる連携強化を図り、そ
の防止に努めるとともに、担当職員の負担
軽減に向け、職員配置の適正化や、メンタ
ルヘルス面での支援の充実などの対策を講
じられたい。
５　市内経済は、リーマンショック以降の
景気低迷により停滞した状況にあることか
ら、雇用については、求職者に対する相談
体制の一層の充実を図り、新規雇用につな
がるよう取り組まれたい。
また、商店街の振興については、創意工
夫を凝らした効果的な施策を展開し、活性
化に資するよう取り組まれたい。
６　新港横戸町線については、本線部分の供
用開始に伴い、一部区間において渋滞など
の問題が生じていることから、これら課題
の解消に向け積極的に取り組むとともに、
周辺の生活道路の確保や沿道緑化の整備に
ついても対応を図られたい。

議員提出議案として６件の意見書・決議を審議し、可決しました。
可決した意見書・決議は、国会および関係行政機関などに提出しました。
ホームページに全文を掲載しています。

　委員長　宍倉 清　　 副委員長　布施 貴良

千葉市議会では、議会機能の充実・活性化を図るために「議会改革検討協議会」を設置し協議・検討を行っ
てきました。その結果、次の第４回定例会から一問一答方式の導入、請願・陳情者の意見陳述の実施を
決定しました。ホームページに会議結果を掲載しています。

●一問一答方式の導入　質疑と一般質問で、これまでの一括質問・一括答弁方式に加え一問一答方式を
選べることとしました。一括質問・一括答弁方式では、議員が通告したすべての質問項目をまとめて
質問し、市側がまとめて答弁します。それに対し一問一答方式では、通告した質問項目を議員が一問
ずつ質問し、市側はその都度、答弁します。

●請願・陳情者の意見陳述　請願・陳情については、請願・陳情者の希望により、委員会審査の際に、
一旦委員会を休憩し意見陳述を行えることとしました。

千葉市議会ホームページでは、会議日程や会議結果、議員名簿などを掲載しています。http://www.city.chiba.jp/shigikai/top.html

議会改革検討協議会

ごみの分別・排出ルールを守らない方への
指導制度について

分別・排出ルール違反者
への指導制度に罰則（ 過
料 ） を 設 け る こ と で、
ど の よ う な 効 果 が あ る
のか。
本制度は、繰り返し指導
を行ったにもかかわら
ず、改善されない場合も想定されることか
ら、罰則条項を規定した。今回の指導制度
は過料を徴収することが目的ではないが、
罰則があることでルール違反の抑止効果が
期待できる。

＜その他の審査内容＞
新規就農者への育成支援、土砂の埋立てなどの規制
の強化、大気汚染防止法の一部改正に伴う規定の整備

環境経済委員会（議案４件）

緊急雇用創出事業
（市民の森および緑地内の草地管理）について

草地管理の委託に公募型プロポーザル方式
を採用する具体的な理由は何か。
単純な草刈りではなく野生生物に配慮した
管理を行うため、生態系に詳しい指導者を
就けてもらうなど、事前に提案を受ける公
募型プロポーザル方式とした。

＜その他の審査内容＞
縄文の森整備（用地の取得）、電線共同溝の整備、
千葉市住宅政策審議会への市民委員の公募など

都市建設委員会（議案４件、陳情１件）

新港学校給食センターの配送体制について
供用開始に当たり、配送先や配送車の台数
など時間内に届けるような体制を考慮して
いるのか。
11台の配送車で配送し、配送時間は最長
でも30分を目安としている。配送に当たっ
ては、中学校の日程に影響のないよう時間
厳守を徹底していく。

＜その他の審査内容＞
児童養護施設などへの子ども手当相当額助成、
子どもの権利条例制定検討委員会設置など

教育未来委員会
( 議案２件、発議１件、請願２件、陳情１件 )

生活保護受給者の就労促進事業の
委託先について

就労支援のノウハウを有する企業に委託す
るとのことだが、どのような企業に委託す
るのか。また、どのような方法で委託先を
選定するのか。
人材派遣会社など就労支援の実績がある企
業を考えている。選定方法は、提出された
企画案の中からより良い提案を採用するプ
ロポーザル方式である。

＜その他の審査内容＞
小規模福祉施設へのスプリンクラー設置費補
助、いきいきプラザ浴室使用料の設定など

保健消防委員会
(議案６件、請願４件、所管事務調査１件 )

問

答

電子申請サービスの利用率向上について
現在、自転車駐車場利用申し込みなど３７
手続き・届け出について電子申請を行って
いるが、利用率が申請手続き全体の７％と
非常に低い原因は何か。
市民の皆様にあまり知れ渡っていないことが一
番の原因と考える。また、ニーズの高い手続き
でまだ電子化されていないものもある。今後、
こうした点を改善し、利用率を高めていきたい。

＜その他の審査内容＞
ちば電子調達システム（共同利用）への参加、
市たばこ税の税率改定など

総務委員会（議案３件）

問

答

問

答

問

答

問

答
「焼却ごみ 1/3 削減」
キャラクター
へらそうくん
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